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情報を秘匿するプロトコルの中には，確率変数によって秘匿性が保証
されるものがある．そのようなプロトコルに対して，公理的体系の中で
情報の秘匿性を証明することを目的とする．そのための，確率変数を扱
うことの出来る公理的な論理体系を設計することを目標とする．確率変
数によって情報を秘匿するプロトコルに於いても，確率変数ではない変
数は存在する．それはプロトコルの開始以前に値の決まっている変数で
ある．このような変数は確率変数ではなく，非決定性過程によって値の定
まる変数と見倣さなければならない．本発表で提案する論理体系は命題
変数と二階量化と確率様相が登場する量化様相命題論理である．そこで
は，二階量化によって束縛される命題変数と確率様相によって束縛され
る命題変数がある．二階量化によって束縛される命題変数は非決定性過
程によって値の決まる変数を表す．確率様相によって束縛される命題変
数は確率変数である．意味論は可能世界意味論で与え，その意味論に対
し健全な公理系を与える．その公理系は完全かどうかは分からない．公
理系は完全であることが望ましいが，健全であって必要な定理が証明出
来る程度に強力なものであれば，完全でなくとも有用である．本稿では
例題として暗号学者の会食問題を採り上げ，そのプロトコルの情報の秘
匿をこの論理体系によって証明する．
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